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県指定重要文化財（考古資料）

夏な
つ

井い

廃は
い

寺じ

跡あ
と

出し
ゅ
つ土ど

品ひ
ん　
　
　

一
括（
五
十
九
点
）

指　

定　

平
成
十
九
年
四
月
六
日

所
在
地　

い
わ
き
市
常
磐
藤
原
町
斑
堂

所
有
者　

い
わ
き
市

七
世
紀
末
～
十
世
紀
前
半

夏
井
廃
寺
跡
は
、
夏
井
川
河
口
に
近
い
右
岸
の
沖
積
地
上
に
位
置
し
て

い
る
。
調
査
に
よ
り
東
西
九
六
・
三
ｍ
、
南
北
一
一
九
・
五
ｍ
の
不
整
方

形
に
区
画
さ
れ
た
溝
跡
の
内
側
か
ら
、
金
堂
跡
・
講
堂
跡
・
塔
跡
・
中
門

な
ど
の
建
物
跡
な
ど
が
発
見
さ
れ
た
。
金
堂
の
北
側
に
講
堂
、
金
堂
の
東

側
に
塔
が
配
置
さ
れ
、
金
堂
は
南
北
棟
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
伽
藍
配
置
は

観
世
音
寺
式
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
古
代
陸
奥
国
磐
城
郡
の
貴
重
な
初
期

寺
院
跡
と
し
て
、
南
側
丘
陵
上
に
近
接
し
、
政
庁
院
跡
・
正
倉
院
跡
・
居

宅
跡
な
ど
が
発
見
さ
れ
、
磐
城
郡
の
郡ぐ
う

家け

と
考
え
ら
れ
て
い
る
根
岸
遺
跡

と
と
も
に
「
根
岸
官
衙
遺
跡
群
」
と
し
て
、国
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。    

夏
井
廃
寺
跡
出
土
品
の
う
ち
、
堂
塔
の
屋
根
に
使
用
さ
れ
た
屋
瓦
類
は
、

瓦
溜
及
び
各
遺
構
な
ど
か
ら
多
量
に
出
土
し
て
お
り
、
複
弁
蓮
華
文
軒
丸

瓦
や
ロ
ク
ロ
挽
き
重
弧
文
軒
平
瓦
の
組
合
せ
が
あ
り
、
七
世
紀
末
な
い
し

八
世
紀
初
頭
の
創
建
時
代
を
示
す
資
料
で
あ
る
。
軒
丸
瓦
は
、
複
弁
六
葉

が
四
類
、
複
弁
八
葉
が
二
類
三
種
、
複
弁
四
葉
が
六
類
七
種
に
、
軒
平
瓦

は
、
重
弧
文
が
六
類
、
均
等
唐
草
文
が
二
類
に
大
別
で
き
る
。

平
瓦
に
は
、「
丈
部
尼
刀
自
女
」・「
丸
子
部
」・「
十
四
年
七
月　

義
鏡
」

な
ど
の
人
名
、「
行
方（
行
方
郡
）」｢

石（
磐
城
郡
ヵ
）」「
片（
片
依
郷
ヵ
）」
な

ど
の
地
名
を
ヘ
ラ
書
き
し
た
も
の
も
あ
る
。

土
師
器
や
須
恵
器
は
、
七
世
紀
末
～
十
世
紀
前
半
の
寺
院
の
存
続
年
代

を
示
し
て
お
り
、
他
に
、
浄
瓶
・
香
炉
・
火
舎
な
ど
、
仏
教
儀
式
に
関
係

す
る
も
の
や
瓦
塔
な
ど
も
認
め
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
出
土
遺
物
は
、
夏
井
廃
寺
跡
の
存
続
年
代
や
性
格
を
示
す
貴

重
な
資
料
で
あ
る
。
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県指定重要文化財（考古資料）

根ね

岸ぎ
し

官か
ん

衙が

遺い

跡せ
き

出し
ゅ
つ土ど

品ひ
ん　
　
　

一
括（
五
百
六
十
八
点
）

指　

定　

平
成
二
十
一
年
四
月
三
日

所
在
地　

い
わ
き
市
常
磐
藤
原
町
手
這
・
斑
堂

所
有
者　

い
わ
き
市

七
世
紀
後
半
～
九
世
紀

い
わ
き
市
平
下
大
越
及
び
藤
間
地
内
に
所
在
す
る
根
岸
遺
跡
は
、
夏
井

川
右
岸
の
丘
陵
上
に
位
置
し
、
北
方
に
あ
る
夏
井
廃
寺
と
併
せ
、
根
岸
官

衙
遺
跡
群
と
し
て
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

根
岸
遺
跡
は
発
掘
調
査
の
結
果
、
政
庁
・
正
倉
院
等
が
検
出
さ
れ
磐
城

郡ぐ
う

家け

跡
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
七
世
紀
後
半
か
ら
九
世
紀
に
至

る
い
わ
き
の
中
心
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。

出
土
品
の
う
ち
、
木
簡
に
は
「
泊は
く

田た

郷
」「
飽あ
き

田た

」
の
地
名
や
「
楯た
て

縫ぬ
い

」

等
の
人
名
の
記
さ
れ
た
文
書
木
簡
、「
玉た
ま

造つ
く
り

郷
」「
飯い
い

野の

郷
」「
判は

祀し

郷
」

等
の
地
名
や
「
丈は
せ
つ
か
べ部
」「
生み
ぶ

部べ
の

足た
り

人ひ
と

」「
君き
み

万ま

呂ろ

」「
宮み
や

麻ま

呂ろ

」
等
の
人
名

を
記
し
た
付
札
木
簡
及
び
文
字
を
削
り
取
ら
れ
た
と
見
ら
れ
る
付
札
形
等

の
木
簡
状
板
材
等
が
あ
る
。
木
製
品
に
は
鍬
柄
・
斧
柄
・
竪
杵
・
横
槌
・

紡
織
具
等
の
生
産
用
具
、
皿
・
曲
物
・
ま
な
板
・
下
駄
等
の
生
活
用
具
、

刀
形
等
の
祭
祀
用
具
が
あ
る
。
ま
た
須
恵
器
・
上
師
器
等
の
土
器
は
、
郡

家
成
立
前
の
集
落
に
伴
う
も
の
か
ら
磐
城
郡
家
に
伴
う
も
の
ま
で
七
世
紀

前
半
か
ら
九
世
紀
に
至
る
も
の
が
出
土
し
た
。
瓦
は
磐
城
郡
家
に
伴
う
七

世
紀
末
か
ら
九
世
紀
に
至
る
夏
井
廃
寺
出
土
の
瓦
と
同
様
の
も
の
で
あ

る
。夏

井
廃
寺
出
土
品
は
平
成
十
九
年
四
月
に
一
括
五
十
九
点
が
県
指
定
と

な
っ
た
が
、
根
岸
官
衙
遺
跡
出
土
品
と
し
て
木
簡
十
二
点
、
木
簡
状
板
材

十
三
点
、
木
製
品
七
十
九
点
、
円
面
硯
六
点
、
須
恵
器
八
十
九
点
、
土
師

器
等
二
百
四
十
九
点
、
赤
焼
き
土
器
三
点
、
土
製
鞴
羽
口
三
点
、
土
製
勾

玉
一
点
、
石
製
品
二
点
、
鉄
製
品
四
点
、
軒
丸
瓦
六
点
、
軒
平
瓦
五
点
、

丸
瓦
二
十
三
点
、
平
瓦
七
十
三
点
の
計
五
百
六
十
八
点
を
一
括
し
て
県
指

定
と
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
出
土
品
は
、
郡
家
成
立
前
の
集
落
か
ら
郡
家
の

終
焉
に
至
る
背
景
を
示
す
資
料
と
し
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
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県指定重要文化財（歴史資料）

正
し
ょ
う

保ほ
う

平た
い
ら

城じ
ょ
う絵え

図ず

控ひ
か
え　
　
　

一
鋪

指　

定　

平
成
二
十
六
年
九
月
三
十
日

所
在
地　

い
わ
き
市
小
島
町
一
丁
目

所
有
者　

個
人

江
戸
時
代
正し
ょ
う

保ほ
う

年
間（
一
六
四
四
～
一
六
四
七
）

縦　

三
一
二
・
六
㎝
、
横　

二
二
二
㎝

江
戸
幕
府
は
全
国
を
完
全
に
支
配
し
た
後
、
諸
大
名
に
命
じ
て
国
別
に

地
図
を
作
製
さ
せ
提
出
さ
せ
た
。
慶
長
十
年（
一
六
〇
五
）に
も
国
絵
図
を

作
成
し
た
と
伝
え
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
現
在
伝
わ
る
国
絵
図
は

正
保
元
年（
一
六
四
四
）、
元
禄
九
年（
一
六
九
六
）、
天
保
六
年（
一
八
三
五
）

の
三
度
の
も
の
で
あ
る
。
更
に
、
国
絵
図
に
は
附
録
と
し
て
各
郡
村
の
石

高
を
列
記
し
た
国
ご
と
の
郷ご
う

帳ち
ょ
う

も
つ
く
ら
せ
た
。
ま
た
、
正
保
期
に
は

国
絵
図
の
ほ
か
、
諸
国
の
城
郭
と
そ
の
周
辺
を
も
描
い
た
城
絵
図
も
作
製

さ
せ
て
い
る
。

こ
の
平
城
郭
絵
図
に
は
作
成
年
号
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
新
川
の

記
載
が
な
い
こ
と
、
鎌
田
町
、
新
川
町
の
両
町
が
ま
だ
開
か
れ
て
い
な
い

こ
と
な
ど
か
ら
幕
府
が
正
保
元
年
に
国
絵
図
と
共
に
命
じ
た
城
絵
図
と
推

定
さ
れ
る
。『
内
藤
家
文
書
』の「
慶
安
二
年
御
用
印
判
並
御
意
書
付
之
写
」

に
よ
る
と
、「
長
橋
表
よ
り
桜
馬
場
南
之
方
へ
新
川
為
掘
可
申
事
」
と
し

て
慶
安
五
年（
一
六
五
二
）九
月
に
、
い
わ
ゆ
る
新
川（
旧
新
川
）を
掘
る
こ
と

を
命
じ
て
い
る
。
桜
馬
場
と
は
本
図
を
見
る
と
現
在
の
鎌
田
町
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
も
作
成
年
代
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
城
下
町
が
ま
だ
完
成
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

本
来
こ
の
絵
図
は
、
内
藤
家
・
井
上
家
・
安
藤
家
と
歴
代
の
磐
城
平
藩

主
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
明
治
期
に
安
藤
家
の
家
臣

で
あ
る
加
藤
家
に
渡
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
描
法
は
城
内
を
正
確
に
記

し
、
遠
方
は
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
。
狩
野
派
の
絵
師
に
よ
る
も
の
と
思
わ

れ
、
厚
手
の
紙
に
彩
色
さ
れ
て
い
る
。
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県指定重要有形民俗文化財

絵え

馬ま

双そ
う

鷹よ
う

図ず
　
　
　

一
面

指　

定　

昭
和
五
十
五
年
三
月
二
十
八
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
字
八
幡
小
路

所
有
者　

飯
野
八
幡
宮

江
戸
時
代
・
延
宝
七
年（
一
六
七
九
）

高
さ　

九
二
㎝
、
横
幅　

一
三
五
㎝

こ
の
絵
馬
は
長
方
形
で
、
黒
漆
の
額
縁
を
巡
ら
し
て
い
る
。
黒
漆
を
塗

っ
た
地
板
に
、
唐
獅
子
の
背
に
乗
せ
た
止
ま
り
木
に
、
鷹
を
据
え
た
構
図

の
リ
リ
ー
フ
を
取
り
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
右
の
鷹
は
純
白
に
、
左
は
普

通
体
に
彩
色
さ
れ
、
彫
刻
の
技
法
は
緻
密
で
、
気
品
の
あ
る
作
品
で
あ
る
。

彩
色
も
比
較
的
良
く
残
さ
れ
て
お
り
、
漆
工
芸
の
作
品
と
し
て
も
優
れ
て

い
る
。
残
念
な
こ
と
に
彫
工
の
名
は
不
詳
で
あ
る
が
、
鷹
を
モ
チ
ー
フ
と

し
た
絵
馬
で
は
県
内
最
古
の
作
品
で
あ
る
。

銘
文
は
金
泥
に
て
、
次
の
と
お
り
記
さ
れ
て
い
る
。

奉
掛　

藤
原
概
純
敬
白

御
宝
前

延
宝
七
年
己
未
正
月
吉
旦

奉
納
者
の
藤
原
概
純
と
は
、
磐
城
平
藩
内
藤
家
家
老
の
松
賀
族や
か
ら

之の

助す
け

で
あ
る
。
後
に
泰
閭
と
改
め
、
俳
号
を
紫し

塵じ
ん

と
号
し
た
。
彼
の
実
の
祖
父

は
荒
木
村
重
の
一
族
で
、
二
万
石
の
大
名
で
あ
っ
た
荒
木
重
堅
で
あ
っ

た
。
重
堅
は
、
関
ヶ
原
の
合
戦
で
石
田
方
に
属
し
た
た
め
、
父
は
浪
人
と

な
り
母
方
の
姓
に
改
め
大
野
市
左
衛
門
と
称
し
た
。
の
ち
に
内
藤
忠
興
に

三
百
石
で
召
し
抱
え
ら
れ
、
そ
の
子
供
の
族
之
助
は
、
幼
く
し
て
内
藤
義

概
に
仕
え
、
二
千
石
の
俸
禄
を
う
け
る
。
元
禄
十
五
年（
一
七
〇
二
）三
月

二
十
二
日
、
江
戸
に
て
没
し
、
墓
は
鎌
倉
の
光
明
寺
に
あ
る
。
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県指定重要有形民俗文化財

絵え

馬ま

引ひ
き

馬う
ま

図ず
　
　
　

一
面

指　

定　

昭
和
五
十
五
年
三
月
二
十
八
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
字
八
幡
小
路

所
有
者　

飯
野
八
幡
宮

江
戸
時
代
寛
永
二
十
年（
一
六
四
三
）

高
さ　

八
三
㎝
、
横
幅　

一
一
四
㎝

唐
破
風
型
の
金
銅
製
の
縁
金
具
を
つ
け
た
板
額
に
、
板
面
の
下
地
は
金

箔
が
押
さ
れ
て
い
る
。
彩
色
仕
上
げ
を
し
た
も
の
で
、
二
人
の
舎と
ね

人り

が
一

頭
の
神し
ん

馬め

を
引
く
図
が
描
か
れ
て
い
る
。
黒
駒
は
躍
動
し
、
轡く
つ
わ

を
と
る

舎
人
、
手
綱
を
と
る
舎
人
の
顔
と
衣え

文も
ん

や
姿
態
の
描
写
に
生
彩
が
あ
り
、

鞍
の
文
様
や
彩
色
が
華
麗
で
あ
る
。
惜
し
ま
れ
る
の
は
、
下
地
の
金
箔
の

大
部
分
が
剥
落
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

絵
師
は
不
明
で
あ
る
が
、
作
風
か
ら
み
て
狩
野
派
の
画
人
の
作
と
思
わ

れ
る
。

こ
の
絵
馬
の
縁
金
具
に
「
下さ
が

り
藤ふ
じ

」
の
紋
所
が
施
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

か
ら
、磐
城
平
藩
主
の
内
藤
氏
が
奉
納
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
絵
馬
が
奉
納
さ
れ
た
寛
永
二
十
年（
一
六
四
三
）頃
は
、
幕
府
の
施

策
も
ほ
ぼ
整
っ
て
政
治
も
安
定
し
、
一
般
に
神
社
・
仏
閣
の
創
建
、
再
建

の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
た
と
き
で
あ
る
。

絵
馬
は
元
来
生
き
馬
の
奉
納
か
ら
は
じ
ま
り
、
木
造
の
馬
や
漆
塗
り
木

馬
を
経
て
、
描
き
馬
を
奉
納
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
絵
馬
は
、
神
の
依よ
り

代し
ろ

と
し
て
の
神
馬
を
描
い
た
も
の
で
、
絵
馬
の

本
流
を
示
す
も
の
で
あ
る
。



79

県指定重要無形民俗文化財

飯い
い

野の

八は
ち

幡ま
ん

宮ぐ
う

の
流や
ぶ

鏑さ

馬め

と
献け
ん

饌せ
ん

指　

定　

昭
和
五
十
八
年
三
月
二
十
五
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
字
八
幡
小
路

保
護
団
体　

飯
野
八
幡
宮

飯
野
八
幡
宮
の
流
鏑
馬
神
事
は
、
現
在
は
九
月
一
日
の
祭ま
つ
り

始は
じ
め

祭さ
い

か
ら

始
ま
り
、
円え
ん

座ざ

的ま
と

祭ま
つ
り

、
潮し
お

垢ご

離り

神
事
と
続
く
。
建
暦
元
年（
一
二
一
一
）か

ら
続
く
潮
垢
離
神
事
は
、
藤
間
の
浦
で
宮
司
・
騎
士
・
馬
の
潔け
っ

斎さ
い

が
行
わ

れ
、
浜
辺
で
採
取
し
た
貝
殼
を
盃
と
し
て
直
会
が
あ
る
。
そ
の
後
、
久
保

木
・
青
木
・
星
野
の
三
家
に
立
ち
寄
り
、
庭
先
で
馬
を
空
駆
け
さ
せ
る
。

流
鏑
馬
神
事
は
現
在
、十
五
日
の
直
前
の
土
・
日
曜
日
の
午
後
に
行
わ

れ
る
。騎
士
は
狩
り
の
装
束
に
笠
・
縢
む
か
ば
き

・
箙え
び
ら

を
着
け
、弓
を
持
つ
。笠

は
五
色
の
紙し

垂で

で
飾
ら
れ
、馬
の
背
に
は
蒔
絵
の
和わ

鞍ぐ
ら

が
置
か
れ
る
。ま

た
、馬
の
四
脚
は
藤
間
の
海
岸
か
ら
角
樽
で
汲
み
上
げ
て
き
た
潮
水
で
清

め
ら
れ
、神
前
で
御
祓
い
を
う
け
た
あ
と
、神
域
を
一
巡
し
て
一
の
鳥
居

の
前
で
礼
射
式
を
行
い
、馬
場
に
向
か
う
。馬
場
で
は
空
駆
け
、生
姜
撒

き
、扇
子
撒
き
、的
矢
の
順
で
行
わ
れ
る
。的
は
杉
板
七
枚
組
み
で
方
二
尺

五
寸
の
大
き
さ
で
、馬
場
の
三
ヶ
所
に
立
て
る
。十
五
日
に
は
献
幣
使
を

迎
え
て
例
祭
が
行
わ
れ
、直
前
の
日
曜
日
の
古
式
大
祭
に
は
神し
ん

輿よ

渡と

御ぎ
ょ

と

八
十
八
膳
献
饌
が
行
わ
れ
る
。神
輿
は
稲
荷
台
に
あ
る
御
旅
所（
子
鍬
倉
神

社
境
内
）ま
で
渡
御
し
た
祭
典
の
後
、神
社
に
還
御
す
る
。そ
の
後
直
ち
に
、

八
十
八
膳
の
献
饌
が
始
ま
る
。一ひ
と

夜よ

酒さ
け

・
繭
形
の
餅
・
青
さ
や
豆
・
里
芋

の
御
汁
・
山
芋
・
か
じ
め
・
大
根
・
み
ょ
う
が
・
河こ
う

骨ぼ
ね

・
に
が
い
も
・
ご

ぼ
う
・
ず
い
き
・
わ
ら
び
の
御
料
理
・
栗
・
柿
・
く
る
み
・
柚
子
の
御
菓

子
・
高
盛
の
お
ふ
か
し
が
旧
儀
に
従
っ
て
、漆
塗
り
の
椀
、高
杯
な
ど
の
祭

器
に
盛
り
つ
け
ら
れ
る
。そ
れ
ら
を
唐か
ら

櫃び
つ

に
収
め
て
白
丁
が
奉
舁
す
る
。本

殿
に
献
饌
さ
れ
た
後
、境
内
の
摂
社
、末
社
を
巡
っ
て
献
饌
が
行
わ
れ
る
。

明
治
以
前
は
八
月
十
四
・
十
五
日
に
祭
礼
を
行
い
、流
鏑
馬
の
騎
士
も
、

領
主
と
宮
司
そ
れ
ぞ
れ
が
奉
納
し
て
い
た
。
明
治
時
代
に
古
式
神
事
の
行

事
が
政
府
の
命
に
よ
り
中
止
さ
れ
た
が
、
当
時
の
宮
司
、
飯
野
盛
容
の
努

力
に
よ
り
八
十
八
献
饌
は
続
け
ら
れ
た
。



80

県指定重要無形民俗文化財

上か
み

三み

坂さ
か

の
ヤ
ッ
チ
キ
踊お
ど
りと
サ
ン
ヨ
ー
踊お
ど
り

指　

定　

平
成
八
年
三
月
二
十
二
日

所
在
地　

い
わ
き
市
三
和
町
上
三
坂
地
区

保
存
団
体　

い
わ
き
や
っ
ち
き
踊
り
保
存
会

上
三
坂
の
ヤ
ッ
チ
キ
踊
は
、
本
来
嬥か
が
い歌（
歌
垣
）の
踊
り
で
あ
っ
た
。
戦

前
は
鎮
守
の
祭
り
や
盆
踊
り
な
ど
で
も
踊
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
が
、
む
し

ろ
中
心
的
な
踊
り
の
機
会
は
、
閼
伽
井（
赤
井
）嶽
薬
師
の
夏
祭
り
で
あ
っ

た
。「
万
葉
集
」
や
「
常
陸
風
土
記
」
に
見
ら
れ
る
筑
波
山
の
嬥
歌
は
、

現
在
そ
の
片
鱗
も
見
ら
れ
な
い
の
に
対
し
、
上
三
坂
に
伝
え
ら
れ
て
い
る

の
は
、
極
め
て
貴
重
で
あ
る
。

こ
の
踊
り
は
右
手
右
足
、
左
手
左
足
を
交
互
に
同
時
に
振
り
動
か
し
、

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
飛
び
跳
ね
る
。
現
在
こ
の
踊
り
は
大
き
な
輪
踊
り
の
形

で
踊
る
が
、
も
と
は
小
さ
な
輪
踊
り
か
、
男
女
二
人
が
向
か
い
あ
っ
て
踊

っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
ヤ
ッ
チ
キ
踊
の
名
称
は
、「
ヤ
ッ
チ
キ　

ド
ッ
コ
イ　

ド

ッ
コ
イ
ナ
」
と
い
う
、
囃
子
詞
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
地

元
で
は
他
に
「
ハ
ネ
ッ
コ
」、「
バ
ッ
サ
バ
」、「
浅
川
踊
」
な
ど
と
も
呼
ん

で
い
る
。

ま
た
、
サ
ン
ヨ
ー
踊
は
、
盆
や
祭
り
な
ど
の
時
に
夜
を
徹
し
て
踊
ら
れ

た
踊
り
で
あ
る
。
ヤ
ッ
チ
キ
踊
は
テ
ン
ポ
が
速
く
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
踊
り

で
あ
る
た
め
、
長
い
時
間
踊
る
こ
と
が
出
来
ず
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
サ
ン

ヨ
ー
踊
を
踊
っ
て
は
、
そ
の
合
間
に
ヤ
ッ
チ
キ
踊
を
踊
っ
た
ら
し
い
。

こ
の
踊
り
や
歌
は
、
い
わ
き
市
の
海
岸
洽
い
の
地
域
に
は
な
く
、
む
し

ろ
上
三
坂
と
交
流
の
あ
っ
た
田
村
地
方
・
石
川
地
方
に
共
通
の
も
の
が
あ

る
。
し
か
し
、
市
町
村
合
併
に
よ
っ
て
三
和
町
が
い
わ
き
市
に
入
る
に
伴

っ
て
、
当
時
の
人
々
の
判
断
等
に
よ
り
、
盆
踊
り
は
「
い
わ
き
甚
句
」
に

統
一
さ
れ
踊
ら
れ
な
く
な
っ
た
た
め
、
サ
ン
ヨ
ー
踊
を
伝
え
る
人
が
小
数

に
な
っ
た
。
ヤ
ッ
チ
キ
踊
と
は
対
照
的
な
踊
り
で
あ
る
が
、
こ
の
サ
ン
ヨ

ー
踊
も
上
三
坂
の
人
々
が
愛
好
し
て
い
た
踊
り
で
あ
る
。



81

県指定重要無形民俗文化財

渡わ
た

戸ど

の
獅し

子し

舞ま
い

指　

定　

平
成
十
三
年
三
月
三
十
日

所
在
地　

い
わ
き
市
三
和
町
渡
戸
字
宿

保
存
団
体　

渡
戸
区

磐
城
の
獅
子
舞
は
、
一
人
立
ち
の
獅
子
で
あ
る
。
一
人
ず
つ
獅
子
頭
を

被
り
、
笛
の
音
色
に
合
わ
せ
て
、
腰
に
付
け
た
鞨か
っ

鼓こ

と
い
う
小
太
鼓
を
打

ち
な
が
ら
、
三
頭
ひ
と
組
で
舞
う
。

三
和
町
渡
戸
に
伝
わ
る
獅
子
舞
は
、
宿し
ゅ
く

、
高
野
、
楢
木
・
峠
平
の
三

地
区
の
持
ち
回
り
で
、
鎮
守
御
塚
神
社
に
毎
年
奉
納
さ
れ
て
い
る
。
祭
礼

日
は
、
以
前
は
旧
暦
の
八
月
一
日
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
九
月
の
第
二
か

第
三
の
日
曜
日
に
行
わ
れ
て
い
る
。

三
頭
の
獅
子
は
、
先
獅
子
・
後
獅
子
・
雌
獅
子
と
呼
ば
れ
、
祭
り
が
近

く
な
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
師
匠
が
つ
き
、
そ
の
年
の
宿や
ど

を
勤
め
る
家
で
練

習
を
積
む
。
師
匠
を
勤
め
る
家
柄
は
決
ま
っ
て
い
て
、
練
習
期
間
中
は
付

き
っ
き
り
で
厳
し
い
指
導
に
当
た
る
の
で
、
短
期
間
で
し
っ
か
り
し
た
舞

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

本
祭
の
前
日
に
は
、「
中
見
舞
」
と
称
し
て
師
匠
全
員
の
前
で
練
習
成

果
を
披
露
す
る
。
祭
り
当
日
は
、
宿や
ど

、
御
塚
神
社
、
お
寺
、
区
長
宅
の
順

に
奉
納
さ
れ
、
宿し
ゅ
く

と
高
野
で
は
、
地
区
の
全
戸
に
舞
い
込
み
、
二
つ
の

演
目
を
演
じ
る
。

演
目
は
地
区
に
よ
っ
て
若
干
の
違
い
は
あ
る
が
、
散
ら
し
・
宮
見
・
花

吸
い
・
弓
く
ぐ
り
・
四
ツ
花
な
ど
、
お
お
よ
そ
は
同
じ
で
あ
る
。

渡
戸
地
区
で
は
保
存
会
の
組
織
は
な
く
、
就
学
前
の
子
供
か
ら
、
獅
子

役
の
小
中
学
生
、
笛
や
唄
、
そ
し
て
師
匠
の
青
年
・
壮
年
・
老
年
に
い
た

る
ま
で
、
地
区
全
体
で
こ
の
芸
能
を
継
承
し
て
い
る
。
ま
た
、
三
地
区
が

交
互
に
奉
納
し
、
演
者
の
引
継
ぎ
の
際
の
「
か
ぶ
り
が
え
」
で
は
、
他
地

区
の
師
匠
の
前
で
演
じ
る
な
ど
、
継
承
の
シ
ス
テ
ム
も
し
っ
か
り
し
て
い

る
。
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磐い
わ

城き

大お
お

国く
に

魂た
ま

神じ
ん

社じ
ゃ

の
お
潮し
お

採と

り
神し
ん

事じ

指　

定　

平
成
二
十
年
四
月
四
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
菅
波
字
宮
前

保
存
団
体　

大
国
魂
神
社
氏
子
会

大
国
魂
神
社
の
「
お
潮
採
り
神
事
」
は
、
五
月
四
日
の
「
本
祭
り
」
で

行
わ
れ
る
。
神
職
は
、
早
朝
に
御
神
体
を
本
殿
か
ら
神
輿
に
移
す
。
こ
の

御
神
体
は
、
か
つ
て
平
豊
間
に
流
れ
着
い
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の

伝
承
に
も
と
づ
き
、
御
神
体
は
浜
下
り
を
す
る
。
浜
下
り
を
し
な
い
と
、

漁
が
な
い
と
か
、
悪
疫
が
流
行
る
と
か
言
わ
れ
、
ぜ
ひ
、
下
っ
て
く
れ
と

豊
間
か
ら
お
迎
え
に
来
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

御
神
体
が
移
さ
れ
た
神し
ん

輿よ

は
、
氏
子
で
あ
る
平
菅
波
・
山
崎
・
荒
田
目

の
三
大
字
の
青
年
に
よ
っ
て
担
が
れ
、
一
路
、
平
豊
間
の
浜
を
目
指
す
。

平
上
大
越
、
藤
間
、
薄
磯
な
ど
の
た
く
さ
ん
の
御
旅
所
を
経
て
、
正
午
ご

ろ
に
豊
間
に
到
着
す
る
。
す
る
と
今
度
は
、
神
輿
は
豊
間
の
人
々
の
手
に

よ
っ
て
浜
へ
と
下
ろ
さ
れ
、
青
竹
を
四
面
に
立
て
て
設
け
た
祭
場
に
、
海

に
面
し
て
安
置
さ
れ
る
。
や
が
て
氏
子
青
年
会
の
代
表
が
海
に
入
っ
て
潮

水
を
桶
に
汲
み
取
り
、
神
職
が
こ
れ
を
瓶
子
に
移
し
て
神
輿
に
供
え
る
。

そ
し
て
祭
式
、
直
会
の
あ
と
に
、
い
よ
い
よ
豊
間
の
人
々
が
神
輿
を
担
い

で
海
に
入
っ
て
い
く
。
ざ
ぶ
ざ
ぶ
と
寄
せ
る
波
を
受
け
な
が
ら
沖
に
進

み
、
屋
根
を
残
す
く
ら
い
に
ま
で
、
神
輿
を
海
水
に
浸
す
。
ま
さ
に
神
輿

の
「
潮し
お

垢ご

離り

」
で
あ
る
。
同
様
の
神
事
は
、
福
島
県
浜
通
り
に
は
よ
く
見

ら
れ
る
が
、
こ
こ
ま
で
深
く
神
輿
を
海
水
に
沈
め
る
の
は
珍
し
く
、
こ
の

形
態
が
「
浜
下
り
」
神
事
の
最
も
古
い
形
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う

し
た
一
連
の
神
事
が
済
む
と
、
神
輿
は
、
再
び
三
大
字
の
青
年
た
ち
に
よ

っ
て
担
が
れ
て
、
大
国
魂
神
社
を
目
指
す
。

浜
へ
下
り
る
途
中
の
御
旅
所
で
の
習
俗
や
、
祭
に
参
加
す
る
青
年
た
ち

の
組
織
な
ど
、
祭
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
古
い
習
俗
が
、
よ
く
残
さ
れ
て

い
る
貴
重
な
祭
で
あ
る
。
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絹き
ぬ

谷や

の
獅し

子し

舞ま
い

指　

定　

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
一
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
絹
谷
字
諏
訪
作

保
存
団
体　

絹
谷
獅
子
舞
保
存
会

こ
の
獅
子
舞
は
関
東
地
方
に
起
こ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
風
流
系
の
三
匹

獅
子
舞
の
系
統
で
あ
る
。
九
月
の
最
終
土
日
に
開
催
さ
れ
る
絹
谷
の
鎮

守
・
諏
訪
神
社
の
秋
祭
り
の
際
、
宵
祭
り
と
本
祭
り
の
二
日
に
わ
た
っ
て

境
内
で
演
じ
ら
れ
る
。
一
時
中
断
し
て
い
た
が
、
昭
和
四
十
九
年（
一
九

七
四
）の
秋
祭
り
か
ら
復
活
し
た
。

獅
子
は
雄
獅
子
・
中
獅
子
・
雌
獅
子
の
三
匹
で
、
保
存
会
員
の
男
性
が

獅
子
舞
を
行
う
。
い
ず
れ
も
獅
子
頭
を
か
ぶ
り
、
袖
口
を
三
角
模
様
に
染

め
抜
い
た
紺
の
着
物
に
た
っ
つ
け
袴
を
は
き
、
白
手
甲
、
素
足
で
太
鼓
を

つ
け
る
。
原
則
と
し
て
初
め
に
雌
獅
子
を
舞
い
、
中
獅
子
、
雄
獅
子
と
進

む
。
ほ
か
に
踊
り
手
と
し
て
、
は
だ
し
で
布
面
を
つ
け
大
団
扇
と
祝
い
棒

を
持
つ
道
化
役
の
と
う
ろ
く
が
二
～
三
名
い
る
。

種
目
は
次
の
三
種
で
あ
る

⑴
花
吸
い
の
舞　

舞
庭
に
花
籠
が
二
名
立
つ
。
雄
獅
子
と
中
獅
子
が
や
や

離
れ
て
横
に
並
び
、
両
者
の
後
ろ
に
雌
獅
子
が
立
ち
、
片
手
を
前
に
上

げ
て
は
、
手
と
反
対
側
の
足
を
後
ろ
に
伸
ば
す
。

⑵
雌
獅
子
奪
い
の
狂
い
の
舞　

舞
庭
に
花
籠
が
二
名
立
つ
。
雌
獅
子
奪
い

で
、
雄
獅
子
、
次
に
中
獅
子
の
順
で
倒
れ
、
最
後
に
仲
直
り
を
す
る
。

⑶
弓
の
舞　

弓
二
張
を
舞
庭
に
建
て
る
。
雄
獅
子
と
中
獅
子
が
弓
を
は
さ

ん
で
舞
う
。

い
わ
き
の
獅
子
舞
の
多
く
は
棒
術
と
対
に
な
っ
て
い
て
、
本
件
も
そ
れ

ぞ
れ
の
種
目
の
前
に
棒
と
刀
の
棒
術
が
つ
く
。
ま
た
、
舞
庭
に
張
る
大

幕
に
は
「
天
保
二
年（
一
八
三
一
）龍
次
卯
七
月
吉
辰
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

県
内
の
獅
子
舞
の
中
で
は
南
会
津
郡
会
津
町
の
「
田
島
の
三
匹
獅
子
」
と

と
も
に
、
最
も
古
風
な
芸
態
で
学
術
的
な
価
値
が
高
い
。
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県指定重要無形民俗文化財

下し
も

高た
か

久く

の
獅し

子し

舞ま
い

指　

定　

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
一
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
下
高
久
字
八
幡

保
存
団
体　

下
高
久
区

下
高
久
の
獅
子
舞
は
、
風ふ

流り
ゅ
う

系
の
「
三
匹
獅
子
舞
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
も
の
に
属
す
る
。
下
高
久
の
八
幡
神
社
の
九
月
中
旬
に
行
わ
れ
る
秋
祭

り
に
、
同
社
及
び
八
劔
神
社
な
ど
で
奉
納
さ
れ
る
。
獅
子
舞
は
棒
術
と
対

に
な
っ
て
お
り
、
獅
子
舞
は
青
年
会
が
、
棒
術
は
小
学
校
高
学
年
の
男
子

が
演
じ
る
。
さ
ら
に
、
こ
こ
に
小
学
校
高
学
年
の
女
子
に
よ
る
棒
使
い
と

手
踊
り
と
い
っ
た
諸
芸
も
加
わ
る
。

獅
子
は
、
雄
獅
子
・
中
獅
子
・
雌
獅
子
の
三
匹
で
、
演
じ
る
種
目
に
よ

っ
て
こ
こ
に
道
化
役
一
名
が
加
わ
る
。
こ
の
ほ
か
に
、
花
傘
持
ち
と
弓
持

ち
が
各
二
名
、囃
子
方
に
は
六
孔
の
篠
笛
十
名
ほ
ど
が
つ
く
。
獅
子
頭
は
、

木
彫
り
に
黒
漆
を
基
調
と
し
、
雄
獅
子
と
中
獅
子
に
は
二
本
の
角
が
付
い

て
い
る
。
ま
た
、
獅
子
は
そ
れ
ぞ
れ
前
に
枠
無
し
締
太
鼓
を
縛
り
付
け
、

両
手
に
撥ば
ち

を
持
っ
て
舞
う
。
獅
子
舞
の
種
目
は
、
大
き
く
前
芸
と
本
芸
と

に
分
け
ら
れ
る
。
前
芸
は
最
初
に
必
ず
舞
う
も
の
で「
お
か
ざ
き
」と「
お

お
ま
く
」
の
二
種
、
本
芸
は
、「
三
匹
舞
」「
一
匹
舞
」「
花
傘
舞
」「
扇
の

舞
」「
花
吸
い
の
舞
」「
雌
獅
子
か
く
し
」「
弓
く
ぐ
り
舞
」「
獅
子
踊
」
の

八
種
で
あ
る
。
獅
子
舞
の
間
に
演
じ
ら
れ
る
棒
術
は
、
す
べ
て
二
名
が
相

対
し
、
木
刀
と
木
刀
、
六
尺
棒
と
六
尺
棒
な
ど
で
、
突
い
た
り
打
ち
合
っ

た
り
す
る
。

下
高
久
の
獅
子
舞
は
、
観
衆
の
心
を
ひ
き
つ
け
て
離
さ
な
い
豪
放
な
も

の
で
、
獅
子
た
ち
の
喜
怒
哀
楽
を
見
事
に
表
現
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。

特
に
、
雄
獅
子
と
中
獅
子
が
激
し
く
争
う
「
雌
獅
子
か
く
し
」、
三
名
が

並
ん
で
順
に
弓
の
弦
を
引
き
な
が
ら
く
ぐ
る
「
弓
く
ぐ
り
」
に
見
ら
れ
る

芸
態
は
、
県
内
の
獅
子
舞
の
変
遷
を
考
え
る
う
え
で
も
貴
重
な
も
の
で
あ

る
。
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県指定史跡

金き
ん

冠か
ん

塚づ
か

古こ

墳ふ
ん

指　

定　

昭
和
三
十
年
二
月
四
日

所
在
地　

い
わ
き
市
錦
町
堰
下

所
有
者　

い
わ
き
市

古
墳
時
代（
六
世
紀
後
半
）

金
冠
塚
古
墳
は
、
勿
来
低
地
の
南
を
流
れ
る
蛭び
ん

田だ

川
の
沖ち
ゅ
う

積せ
き

微び

高こ
う

地ち

に
あ
る
。
汀て
い

線せ
ん

ま
で
は
約
一
・
九
ｍ
の
距
離
に
あ
り
、呉
羽
化
学
工
業（
株
）

の
清
風
寮
に
隣
接
し
、
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
が
古
墳
の
東
を
通
る
。
一
〇
数
基
か

ら
な
る
中
田
古
墳
群（
七
曜
塚
）の
一
つ
で
最
南
端
に
位
置
す
る
。
径
二
八

ｍ
、
高
さ
三
ｍ
の
円
墳
で
、
山
の
上
古
墳
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

昭
和
二
十
五
年
、
明
治
大
学
に
よ
っ
て
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
金
銅
製

飾
金
具
三
点
が
出
土
し
た
こ
と
か
ら
一
躍
有
名
と
な
り
、
金
冠
塚
の
名
が

つ
け
ら
れ
た
。

凝
灰
岩
な
ど
を
利
用
し
た
横
穴
式
石
室
が
墳
丘
中
央
南
寄
り
に
構
築
さ

れ
て
お
り
、
南
に
開
口
す
る
石
室
の
全
長
は
七
・
五
ｍ
で
あ
る
。

羨せ
ん

道ど
う

幅
一
・
三
六
ｍ
、
長
さ
三
・
三
〇
ｍ
、
高
さ
一
・
四
〇
ｍ

前
室
幅
一
・
四
四
ｍ
、
長
さ
二
・
〇
五
ｍ
、
高
さ
一
・
七
〇
ｍ

後
室
幅
一
・
五
四
ｍ
、
長
さ
二
・
六
〇
ｍ
、
高
さ
二
・
二
〇
ｍ

天
井
石
は
六
枚
、
後
室
を
お
お
う
方
形
の
板
石
は
特
に
大
き
く
一
辺
が

二
・
三
ｍ
、
側
壁
は
切
石
小
口
積
み
、
後
室
奥
壁
と
側
壁
は
大
き
な
板
石

を
用
い
て
い
る
。

石
室
か
ら
次
の
様
な
遺
物
が
出
土
し
た
。
後
室
上
層
か
ら
頭
蓋
骨
・
直

刀
。
中
層
か
ら
頭
蓋
骨
・
須す

恵え

器き

。
下
層
か
ら
頭
蓋
骨
・
弣ゆ
づ
か

・
骨こ
つ

鏃ぞ
く

・

金
銅
製
飾
金
具
・
金き
ん

環か
ん

・
金
銅
装
太
刀（
銀
線
片
・
責
金
具
）・
管
状
銅
製

品
・
ガ
ラ
ス
小
玉
・
桂け
い

甲こ
う

・
鞖し
お
で

・
轡く
つ
わ

。
前
室
か
ら
人
骨
・
鐔
・
鉄て
つ

鏃ぞ
く

・

責
金
具
・
辻
金
具
・
コ
ハ
ク
玉
・
革か
わ

綴つ
づ
り

冑か
ぶ
と

ヵ
・
黒
色
蓋
付
椀
等
。
羨
道

か
ら
桂け
い

甲こ
う

小こ

札ざ
ね

。
こ
れ
ら
の
遺
物
は
、
我
が
国
初
の
埋
蔵
文
化
財
に
指
定

さ
れ
国
有
第
一
号
と
な
っ
た
。
東
北
地
方
に
お
け
る
後
期
古
墳
文
化
研
究

上
、
重
要
視
さ
れ
る
と
同
時
に
、
中
央
政
権
と
強
力
に
結
び
つ
い
た
、
勿

来
低
地
を
支
配
し
た
被
葬
者
の
存
在
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
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県指定史跡

高た
か

久く

の
古こ

館だ
て

指　

定　

昭
和
三
十
一
年
九
月
四
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
下
高
久
字
小
館

管
理
者　

い
わ
き
市

室
町
時
代（
十
五
～
十
六
世
紀
）

滑
津
川
左
岸
の
西
か
ら
張
り
出
す
丘
陵
先
端
に
構
築
さ
れ
た
中
世
の
城

館
跡
で
あ
る
。
眼
下
に
滑
津
川
流
域
一
帯
の
、海
岸
平
野
を
一
望
で
き
る
。

地
理
的
、
地
形
的
に
す
ぐ
れ
た
環
境
に
あ
る
。
標
高
は
約
四
七
ｍ
、
東
西

に
長
い
台
地
の
約
三
、八
〇
〇
㎡
が
遺
跡
の
中
心
地
と
な
る
。
台
地
中
央

や
や
西
よ
り
に
、
南
北
に
走
る
土
塁
が
幅
約
六
ｍ
、
高
さ
約
一
・
五
ｍ
で

存
在
す
る
。
南
、
北
の
末
端
は
急
崖
と
な
り
、
東
西
に
は
二
段
の
郭
と
思

わ
れ
る
段
差
が
あ
る
。
北
に
開
け
た
標
高
三
〇
ｍ
の
平
場
と
、
さ
ら
に
東

の
地
蔵
院
の
あ
る
標
高
二
〇
ｍ
の
平
場
も
関
連
す
る
遺
跡
と
推
定
さ
れ

る
。市

内
に
は
中
世
の
城
館
跡
と
推
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
は
約
二
〇
〇
ヶ
所
以

上
確
認
さ
れ
て
お
り
、
高
久
の
古
館
も
こ
の
類
に
属
し
、
市
内
で
は
中
規

模
の
城
館
跡
で
あ
る
。
西
北
に
金
子
溜
池
、
台
地
下
に
は
「
馬
場
」「
滝
」

「
前
の
内
」「
蛭
坪
」
な
ど
の
字
名
が
あ
り
、
中
世
的
な
時
代
的
環
境
を
よ

く
残
し
て
い
る
。

こ
の
地
を
石
城
軍
団
跡
と
す
る
説
が
あ
る
が
、
考
古
学
的
検
討
が
進
ん

だ
現
在
で
は
全
く
当
て
は
ま
ら
な
い
。
時
代
を
下
げ
て
高
久
小
次
郎
が
館

主
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
こ
れ
も
積
極
的
な
証
拠
に
乏
し
い
。
し
か
し
、

中
世
に
お
け
る
岩
崎
氏
一
族
の
防
御
施
設
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
は
で
き

そ
う
で
あ
る
。
国
魂
文
書（
県
指
定
）の
国
魂
岩
城
系
図
に
は
、
初
代
忠
衡

の
肩
書
き
に
高
久
三
郎
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
注
目
に
値
す
る
遺
跡

で
あ
る
。

ま
た
、
確
実
に
館
主
が
判
明
す
る
の
は
、
天
正
年
間（
一
五
七
三
～
九
二
）

で
、
志
賀
右
衛
門
尉（
岩
城
家
家
老
）の
一
族
富
岡
治
部
少
輔
で
あ
る
。
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県指定史跡

玉た
ま

山や
ま

古こ

墳ふ
ん

指　

定　

昭
和
五
十
五
年
三
月
二
十
八
日

所
在
地　

い
わ
き
市
四
倉
町
玉
山
字
林
崎

所
有
者　

金
光
寺　

ほ
か
三
名

古
墳
時
代（
五
世
紀
前
半
）

面
積　

六
、六
四
七
㎡

玉
山
古
墳
は
、
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
い
わ
き
駅
の
北
東
一
〇
㎞
の
玉
造
川（
仁

井
田
川
）左
岸
の
金
光
寺
裏
山
に
あ
る
。
後
円
部
を
東
に
向
け
た
前
方
後

円
墳
で
、
葺
石
と
思
わ
れ
る
径
一
五
～
二
〇
㎝
大
の
河
原
石
が
散
在
し
て

い
る
。
前
方
部
南
側
付
根
と
、
北
側
先
端
の
斜
面
か
ら
採
取
さ
れ
た
土は

師じ

器き

か
ら
、
造
営
年
代
を
五
世
紀
前
半
ご
ろ
と
推
定
す
る
市
内
最
大
の
盟
主

的
人
物
の
墓
と
考
え
ら
れ
る
。

後
円
部
の
墳
麓
線
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
墳
丘
の
主
軸
線
の
全
長

は
一
〇
八
～
一
一
八
ｍ
、
後
円
部
径
東
西
五
三
～
六
四
ｍ
、
南
北
四
七
ｍ
、

前
方
部
の
長
さ
四
九
～
五
一
ｍ
、
前
方
部
幅
二
九
～
三
二
ｍ
、
前
方
部
高

さ
五
ｍ
、
後
円
部
高
さ
七
ｍ
で
あ
る
。

東
北
地
方
で
一
〇
〇
ｍ
以
上
の
前
方
後
円
墳
は
、
会
津
坂
下
町
の
亀

ヶ
森
古
墳（
国
指
定
・
一
二
七
ｍ
）、
宮
城
県
仙
台
市
の
遠
見
塚
古
墳（
国
指

定
一
一
〇
ｍ
）で
、
玉
山
古
墳
は
東
北
地
方
第
三
、四
位
の
大
古
墳
で
あ
る
。

付
近
に
は
以
前
に
小
円
墳
が
存
在
し
た
と
い
う
が
、
今
で
は
湮い
ん

滅め
つ

し
て
ほ

と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
。
西
方
三
〇
〇
ｍ
の
大
野
中
学
校
付
近
に
は
御
城

古
墳
群
が
あ
り
、
数
基
の
円
墳
が
残
存
し
、
埴
輪
を
出
土
す
る
場
合
も
あ

る
。
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県指定史跡・名勝

専せ
ん

称し
ょ
う

寺じ

境き
ょ
う

域い
き

指　

定　

昭
和
六
十
二
年
三
月
二
十
七
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
山
崎
字
梅
福
山
ほ
か

所
有
者　

専
称
寺　

ほ
か
二
名

室
町
時
代（
十
六
世
紀
）

面
積　

五
二
、八
三
六
㎡

梅
福
山
報
恩
院
専
称
寺
は
、
応
永
二
年（
一
三
九
五
）良
就
上
人
十
声
大

和
尚
が
開
山
し
た
寺
で
、
浄
上
宗
名
越
派
の
総
本
山
で
あ
っ
た
。

名
越
派
は
、
浄
土
宗
の
宗
祖
法
然
の
門
弟
で
、
鎮
西
派
を
開
い
た
弁
長

の
弟
子
良
忠
の
門
下
、
良
弁（
尊
観
）が
興
し
た
流
派
で
あ
る
。
良
弁
の
弟

子
良
慶
を
経
て
良
山
は
如
来
寺（
平
山
崎
字
矢
ノ
目
）を
開
い
た
。
な
お
良
就

は
、
良
山
の
高
弟
に
あ
た
る
。

専
称
寺
六
世
良
大（
文
亀
年
間
一
五
〇
一
～
○
四
）の
と
き
勅
願
所
と
な
り
、

良
大
の
衣い

鉢は
つ

を
継
い
だ
僧
ら
が
全
国
に
布
教
し
て
建
て
た
寺
院
は
、
江
戸

初
期
ま
で
に
五
〇
〇
ヶ
所
を
数
え
た
と
い
う
。
万
治
四
年（
一
六
六
一
）に

は
円
通
寺（
栃
木
県
益
子
町
）と
共
に
、
名
越
派
の
檀
林（
僧
徒
の
学
問
修
養
の

道
場
）と
し
て
学
僧
が
二
百
余
人
を
数
え
た
。

寛
文
十
一
年（
一
六
七
一
）に
、
本
堂
に
つ
づ
い
て
方
丈
、
庫く

裡り

も
再
建

さ
れ
伽が

藍ら
ん

が
整
備
さ
れ
た
。
江
戸
初
期
以
来
幕
府
か
ら
寺
領
七
〇
石
を
賜

わ
り
、
奥
羽
の
浄
土
宗
全
寺
院
を
支
配
す
る
総
録
所
と
な
る
。
し
か
し
、

明
治
維
新
の
浄
土
宗
派
の
混
乱
に
よ
り
、
名
越
派
が
廃
止
さ
れ
た
。
明
治

三
十
五
年（
一
九
〇
二
）六
十
七
世
良
勲
に
よ
る
諸
堂
の
修
理
や
、
門
弟
教

育
の
努
力
も
空
し
く
、
六
十
八
世
良
幽
を
最
後
に
名
越
派
が
伝
来
・
伝
戒

を
行
う
こ
と
が
停
止
さ
れ
た
。

現
在
の
境
域
は
縮
小
さ
れ
て
は
い
る
が
、
山
号
に
由
来
す
る
梅
福
山
の

山
容
を
は
じ
め
、
寂じ
ゃ
っ

光こ
う

院い
ん

跡あ
と

、
衆し
ゅ
う

寮り
ょ
う

跡あ
と

、
江
戸
期
の
本
堂
、
庫
裡
、

鐘
楼
な
ど
も
現
存
し
、
浄
土
宗
檀
林
の
姿
を
良
く
止
め
て
い
る
。
衆
寮
跡

地
に
植
栽
さ
れ
た
白
梅
は
、
境
域
に
ひ
と
し
お
の
風
趣
を
添
え
、
境
域
の

良
好
な
保
存
と
あ
わ
せ
て
、
そ
の
勝
景
は
史
跡
及
び
名
勝
と
し
て
高
い
価

値
を
有
す
る
。
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県指定天然記念物

上か
み

平ひ
ら

窪く
ぼ

の
シ
イ
ノ
キ
群ぐ
ん

指　

定　

昭
和
二
十
八
年
十
月
一
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
上
平
窪
字
横
山

所
有
者　

い
わ
き
市

夏
井
川
中
流
左
岸
の
、
河
岸
段
丘
南
端
に
生
育
す
る
シ
イ
ノ
キ
群
で
、

樹
種
は
ス
ダ
ジ
イ
で
あ
る
。
こ
の
地
域
に
は
各
所
に
ス
ダ
ジ
イ
が
残
っ
て

い
て
、
過
去
の
自
然
植
生
を
推
定
す
る
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
シ
イ
ノ
キ
群
は
、
上
平
窪
の
墓
地
周
辺
に
あ
る
巨
木
四
本
で
、
大

き
な
も
の
は
樹
高
二
〇
ｍ
、
胸
高
幹
回
り
六
・
五
ｍ
、
小
さ
い
の
は
樹
高

一
五
ｍ
、
胸
高
幹
回
り
二
・
五
ｍ
あ
る
。
周
囲
は
果
樹
園
で
土
地
が
肥

え
、
立
地
に
恵
ま
れ
樹
勢
は
盛
ん
で
あ
る
。
樹
下
に
は
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
・
ア

オ
キ
・
シ
ロ
ダ
モ
が
、
下
草
に
は
キ
ズ
タ
・
テ
イ
カ
カ
ズ
ラ
・
ヤ
ブ
コ
ウ

ジ
が
あ
っ
て
、
い
わ
き
市
の
常
緑
広
葉
樹
林
域
の
主
要
植
物
は
す
べ
て
備

わ
っ
て
い
る
。

ス
ダ
ジ
イ
の
単
体
は
、
原
町
市
・
富
岡
町
に
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
海

岸
に
近
い
。
本
樹
は
内
陸
に
深
く
入
っ
て
分
布
の
最
前
線
に
近
い
、
ス
ダ

ジ
イ
の
大
木
で
あ
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
。

ス
ダ
ジ
イ（
ブ
ナ
科
）

ス
ダ
ジ
イ
は
暖
帯
の
代
表
的
な
極き
ょ
く

相そ
う

林り
ん

構こ
う

成せ
い

樹じ
ゅ

木も
く

で
、
分
布
の
中
心

は
関
東
以
西
の
暖
帯
で
あ
る
。
常
緑
広
葉
の
木
で
、
樹
高
は
二
〇
～
二
五

ｍ
に
な
る
。
樹
皮
は
黒
灰
色
で
縦
に
さ
け
て
凹
凸
が
は
げ
し
く
、
枝
は
太

く
出
て
小
さ
い
皮
目
を
つ
け
る
。
樹
冠
は
傘
形
に
広
が
り
、
下
層
の
葉
が

少
な
く
、
樹
下
に
大
き
な
空
間
が
で
き
る
。
雌
雄
同
株
で
、
崖
地
な
ど
の

肥
沃
な
深
い
土
壌
を
好
む
。
春
に
は
淡
黄
色
の
小
さ
な
花
を
付
け
、
秋
に

は
先
の
と
が
っ
た
シ
イ
の
実
を
付
け
る
。
シ
イ
の
実
は
、
採
取
し
て
食
用

に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
シ
イ
タ
ケ
の
原
木
と
し
て
利
用
さ
れ
た
こ
と

と
、建
築
木
工
用
材
と
し
て
は
価
値
が
低
い
と
い
う
理
由
か
ら
伐
採
さ
れ
、

近
年
極
端
に
少
な
く
な
っ
た
。
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県指定天然記念物

石い
し

森も
り

の
カ
リ
ン

指　

定　

昭
和
三
十
年
十
二
月
二
十
七
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
四
ツ
波
字
石
森

所
有
者　

忠
教
寺

こ
の
カ
リ
ン
は
、
石
森
山
中
腹
の
石
森
観
音
堂
の
境
内
に
あ
る
。
植
栽

さ
れ
た
も
の
で
、
樹
高
約
一
一
ｍ
、
胸
高
幹
回
り
三
ｍ
、
根
回
り
四
ｍ
の

古
木
で
あ
る
。
樹
齢
八
百
余
年
と
伝
え
ら
れ
る
が
正
確
な
と
こ
ろ
は
不
明

で
あ
る
。
樹
幹
は
地
上
二
ｍ
付
近
ま
で
空
洞
が
あ
り
、
梢
は
三
幹
に
叢
生

し
て
い
る
。
樹
皮
は
緑
褐
色
で
な
め
ら
か
、
鱗り
ん

片ぺ
ん

状じ
ょ
う

に
は
が
れ
て
雲
文

が
で
き
る
。
五
月
上
旬
に
淡
紅
色
で
直
径
三
㎝
ぐ
ら
い
の
花
を
枝
の
端
に

付
け
、
果
実
は
扁
球
状
で
凹
凸
の
あ
る
秋
ナ
ス
の
よ
う
な
形
に
な
る
。
黄

色
に
熟
し
よ
い
香
り
を
も
つ
が
、
果
肉
は
木
化
し
渋
み
が
強
く
、
適
宜
甘

味
を
加
え
て
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

中
国
原
産
の
落
葉
樹
で
、
イ
チ
ョ
ウ
・
ナ
ギ
・
タ
ラ
ヨ
ウ
・
ム
ク
ロ
ジ

等
と
同
様
に
異
国
の
珍
奇
な
植
物
と
し
て
、
尊
崇
の
対
象
、
文
化
・
権
威

の
象
徴
だ
っ
た
も
の
か
、
薬
用
で
あ
っ
た
も
の
か
、
異
国
崇
拝
心
情
を
吐

露
し
た
も
の
か
、
ま
た
庶
民
の
素
直
な
献
木
で
あ
る
の
か
は
判
ら
な
い
。

カ
リ
ン（
カ
ラ
ナ
シ
木
瓜
）（
バ
ラ
科
）

カ
リ
ン
は
ボ
ケ
属
に
含
ま
れ
る
落
葉
高
木
で
あ
る
。
樹
幹
は
叢
生
し
て

直
立
し
、
枝
は
細
く
上
に
向
く
た
め
樹
形
は
柱
状
に
な
る
。
葉
は
互
生
、

倒
卵
形
で
細
い
鋸
歯
が
あ
り
、
長
さ
は
四
～
八
㎝
で
あ
る
。
明
る
い
場
所

で
土
壌
の
深
い
と
こ
ろ
を
好
み
、
成
長
が
早
く
、
樹
高
六
～
一
〇
ｍ
に
な

る
亜
高
木
で
あ
る
。
剪
定
に
耐
え
庭
木
と
し
て
使
わ
れ
、
果
実
は
輪
切
り

に
し
て
か
げ
干
し
に
し
、
煎
じ
て
鎮
咳
剤
と
し
て
使
用
さ
れ
る
。
古
く
は

肺
結
核
の
一
期
・
二
期
に
も
使
用
し
た
と
い
わ
れ
る
。
近
年
果
実
酒
と
し

て
芳
香
が
よ
ろ
こ
ば
れ
、
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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県指定天然記念物

小お

浜ば
ま

の
コ
シ
ダ
・
ウ
ラ
ジ
ロ
自じ

生せ
い

地ち

指　

定　

昭
和
三
十
一
年
九
月
四
日

所
在
地　

い
わ
き
市
小
浜
町
渚

所
有
者　

個
人

小
浜
は
海
岸
段
丘
の
裾
に
あ
り
、
周
囲
は
段
丘
崖
に
囲
ま
れ
て
夏
涼
し

く
冬
暖
か
な
環
境
で
あ
る
。
海
風
と
適
度
な
湿
気
が
あ
り
、
ま
た
地
下
水

が
湿
気
を
保
つ
の
で
、
暖
地
性
植
物
の
生
育
に
適
し
た
地
域
で
あ
る
。

所
有
者
宅
裏
山
の
杉
林
内
に
生
育
す
る
コ
シ
ダ
・
ウ
ラ
ジ
ロ
は
、
約
十

グ
ル
ー
プ
ほ
ど
あ
り
、管
理
が
行
き
届
い
て
群
落
の
勢
い
は
良
好
で
あ
る
。

こ
の
コ
シ
ダ
・
ウ
ラ
ジ
ロ
群
落
は
、日
本
の
北
限
地
帯
の
も
の
で
あ
る
。

ウ
ラ
ジ
ロ
は
コ
シ
ダ
よ
り
耐
寒
性
が
強
い
の
で
、
さ
ら
に
北
上
し
て
久
之

浜
町
末
続
付
近
ま
で
伸
び
て
い
る
。
し
か
し
、
七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て

放
散
さ
れ
た
胞
子
は
、
発
芽
し
て
前
葉
体
と
な
り
、
造
精
器
を
形
成
し
て

も
低
温
で
造
卵
器
の
形
成
が
お
く
れ
、有
性
生
殖
が
で
き
な
い
。
従
っ
て
、

こ
こ
で
の
繁
殖
は
、
専
ら
根こ
ん

茎け
い

の
拡
張
に
よ
る
栄
養
生
殖
で
あ
り
、
地
上

部
を
採
取
す
る
と
、
光
合
成
が
で
き
ず
に
絶
滅
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

古
く
か
ら
こ
の
付
近
は
、
コ
シ
ダ
・
ウ
ラ
ジ
ロ
の
自
生
地
と
し
て
知
ら

れ
て
い
て
、
生
花
や
正
月
の
飾
り
に
使
わ
れ
絶
滅
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

昭
和
九
年
当
時
、
平
第
三
小
学
校
訓
導
野
崎
順
氏
の
調
査
報
告
で
玉
露
・

龍
ケ
崎
の
自
生
地
と
と
も
に
注
目
さ
れ
は
じ
め
た
。

コ
シ
ダ（
ウ
ラ
ジ
ロ
科
）

常
緑
性
の
シ
ダ
で
、
根
茎
は
良
く
伸
び
る
。
草
丈
は
二
又
に
分
か
れ
て

二
ｍ
に
な
る
。
葉
の
表
面
は
革
質
で
光
沢
が
あ
り
、
長
さ
は
一
五
～
三
〇

㎝
、
幅
三
～
七
㎝
で
、
葉
裏
が
白
い
。

ウ
ラ
ジ
ロ（
ウ
ラ
ジ
ロ
科
）

常
緑
性
シ
ダ
で
根
茎
が
長
く
地
中
を
は
い
、
良
く
育
っ
た
葉
は
四
～
五

対
の
羽
片
を
出
し
、
草
丈
は
二
ｍ
ほ
ど
に
な
る
。
葉
の
長
さ
は
五
〇
㎝
以

上
、
幅
は
三
〇
㎝
に
な
る
が
光
沢
は
な
い
。
葉
の
裏
は
白
く
、
星
状
毛
が

あ
る
。
葉
は
羽
状
に
深
く
さ
け
る
。
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県指定天然記念物

上か
み

三み

坂さ
か

の
シ
ダ
レ
グ
リ
自じ

生せ
い

地ち

指　

定　

昭
和
三
十
一
年
九
月
四
日

所
在
地　

い
わ
き
市
三
和
町
上
三
坂
字
作
田

所
有
者　

個
人

上
三
坂
字
作
田
は
、
西
に
八
一
九
ｍ
の
芝
山
と
、
東
に
七
二
一
ｍ
の
塩

見
山
に
は
さ
ま
れ
た
標
高
六
〇
〇
ｍ
前
後
の
阿
武
隈
高
地
中
に
あ
る
。
シ

ダ
レ
グ
リ
は
、
人
家
に
近
い
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
に
包
ま
れ
た
小
高
い
丘
に
散
在

す
る
。
峰
部
に
あ
る
の
が
古
木
で
樹
高
三
ｍ
、
胸
高
幹
回
り
は
七
〇
㎝
で

あ
る
。
地
上
二
ｍ
ぐ
ら
い
の
と
こ
ろ
か
ら
枝
が
反
転
し
、
地
面
に
垂
れ
て

接
し
て
い
る
。
こ
の
古
木
を
中
心
に
数
本
の
シ
ダ
レ
グ
リ
が
あ
る
。

シ
ダ
レ
グ
リ
の
果
実
は
小
形
で
、
種
子
は
食
用
に
な
ら
な
い
ほ
ど
小
さ

い
。
種
子
を
播
い
て
も
、
大
部
分
は
正
常
な
ク
リ
に
な
り
、
シ
ダ
レ
グ
リ

に
な
る
の
は
極
稀
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
ク
リ
の
枝
が
垂
れ
る
形
質
は
、

遺
伝
形
的
に
固
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

自
生
シ
ダ
レ
グ
リ
の
種
樹
は
、
他
の
樹
木
の
間
で
は
生
長
が
悪
く
、
人

手
を
使
っ
て
周
囲
の
樹
木
を
切
り
開
く
と
よ
く
育
ち
結
実
す
る
。
自
生
地

一
帯
の
丘
は
所
有
者
の
管
理
が
行
き
届
き
、
下
草
に
は
四
季
お
り
お
り
の

野
の
花
が
咲
く
。

ク
リ（
ブ
ナ
科
）

温
帯
の
落
葉
高
木
で
、
成
木
は
高
さ
二
〇
ｍ
、
幹
回
り
二
～
五
ｍ
に
な

る
。
樹
皮
は
初
め
な
め
ら
か
だ
が
、
成
木
に
は
裂
け
目
が
で
き
る
。
頂
芽

が
な
く
冬
芽
は
球
状
で
、
赤
い
芽が

鱗り
ん

で
包
ま
れ
る
。
葉
は
互
生
、
長
楕
円

形
で
鋸
歯
が
あ
り
、
先
端
は
鋭
く
と
が
る
。
側
脈
は
一
五
～
二
〇
対
。
雄

花
房
は
新
し
い
枝
に
つ
い
て
淡
黄
色
、
長
さ
一
〇
～
一
五
㎝
、
甘
い
独
特

な
匂
い
を
放
つ
。
雌
花
は
二
、三
個
ず
つ
集
ま
っ
て
雌
花
の
下
に
つ
く
。

六
月
に
開
花
し
、
十
月
に
い
が
に
包
ま
れ
た
堅
果
を
つ
く
る
。
材
は
耐
朽

性
に
富
み
建
築
材
に
用
い
ら
れ
る
。
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県指定天然記念物

波は
っ

立た
ち

海か
い

岸が
ん

の
樹じ
ゅ

叢そ
う

指　

定　

昭
和
三
十
一
年
九
月
四
日

所
在
地　

い
わ
き
市
久
之
浜
町
田
之
網
字
横
内

所
有
者　

波
立
寺

久
之
浜
波
立
海
岸
の
波
立
薬
師
堂
の
境
内
、
裏
山
及
び
国
道
六
号
の
ト

ン
ネ
ル
を
越
え
た
岬
一
帯
に
、
海
岸
性
の
暖
地
性
植
物
の
自
然
林
が
あ

る
。
こ
の
林
は
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
と
ト
ベ
ラ
が
優
占
す
る
群
落
で
、
林
内
は
照

葉
樹
林
特
有
の
、
陰
う
つ
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
る
。
生
育
し
て
い
る

お
も
な
樹
木
は
、
ク
ロ
マ
ツ
・
ス
ダ
ジ
イ
・
タ
ブ
ノ
キ
・
モ
チ
ノ
キ
・
イ

ブ
キ
・
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
・
マ
サ
キ
・
ヤ
ツ
デ
・
ト
ベ
ラ
・
ヒ
サ
カ
キ
・
マ
ル

バ
グ
ミ
・
ア
オ
キ
等
で
、
下
草
は
ツ
ワ
ブ
キ
・
オ
ニ
ヤ
ブ
ソ
テ
ツ
・
ジ
ャ

ノ
ヒ
ゲ
・
ハ
マ
ギ
ク
等
で
あ
る
。
こ
の
な
か
で
、
ス
ダ
ジ
イ
・
ヤ
ツ
デ
・

マ
ル
バ
グ
ミ
・
ツ
ワ
ブ
キ
は
太
平
洋
岸
の
北
限
地
帯
の
も
の
で
、
ハ
マ
ギ

ク
は
南
限
に
近
い
も
の
で
あ
る
。

暖
地
性
植
物
群
は
、
波
立
海
岸
か
ら
北
上
す
る
に
つ
れ
て
次
第
に
少
な

く
な
り
、
自
然
の
樹
叢
の
状
態
で
残
っ
て
い
る
も
の
は
な
く
な
る
。
こ
こ

に
植
物
地
理
学
上
の
意
義
が
あ
る
。

ま
た
、
海
崖
を
覆
う
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
や
ト
ベ
ラ
は
、
潮
風
を
強
く
受
け
て

美
し
い
流
線
型
の
偏
状
木
に
な
っ
て
い
る
。

暖
地
植
物
群

日
本
の
暖
地
と
亜
熱
帯
に
は
、
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
・
シ
イ
・
カ
シ
・
タ
ブ
等

を
種
と
し
た
常
緑
広
葉
樹
の
極き
ょ
く

相そ
う

林り
ん

が
で
き
、
温
帯
に
は
ブ
ナ
を
中
心

と
す
る
落
葉
広
葉
樹
の
極
相
林
が
で
き
る
。
い
わ
き
市
は
、
阿
武
隈
山
地

山
麓
よ
り
海
岸
側
は
温
暖
な
気
候
な
の
で
、
常
緑
広
葉
樹
の
極
相
林
が
で

き
る
地
帯
で
あ
る
。こ
こ
は
人
類
に
と
っ
て
も
生
活
し
や
す
い
所
の
た
め
、

林
地
の
開
発
が
進
み
、
常
緑
広
葉
樹
林
は
、
社
寺
林
や
崖
地
林
と
し
て
残

る
だ
け
に
な
っ
て
い
る
。

日
本
の
常
緑
広
葉
樹
の
葉
は
光
沢
が
あ
る
の
で
、
照
葉
樹
と
も
い
わ
れ

て
い
る
。
森
林
や
コ
ナ
ラ
林
の
中
に
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
や
ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
が
ま
じ

っ
て
い
た
ら
、
そ
の
地
は
昔
、
照
葉
樹
林
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。


